
周防大島町観光動態診断レポート
周防大島町観光振興ビジョン策定のための構造分析

～観光動態調査 H17（2005）～R6（2024） と
観光客満足度調査 R5(2023)～R7(2025) から読み解く～
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総観光客数は順調な回復軌道へ。
令和元年（ピーク）の107万人に
対し、令和6年は約89万人
（83％）まで回復。コロナ禍の断
絶を乗り越え、再び成長フェー
ズの入口に立っている。

日帰り偏重の加速。日帰り客が
力強い反発力で回復を牽引する
一方、宿泊客の回復は鈍化して
おり、観光動態の「二極化」が鮮
明になっている。

滞在比率の構造的低下。島内で
の経済効果のコアとなる「宿泊
客比率」が過去20年で最も薄
まっており、今後は「人数を集め
る」戦略から「滞在を深める」戦
略への転換が急務である。

観光動態調査が提示する３つの重要な視点

2出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）



外部環境の激変にもかかわらず、
周防大島町の観光集客力そのものは底堅く、
V字回復の軌道を描いている。

3出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）
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総観光客数（計）

4出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）



5出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）
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全体のボリュームか
ら見れば外国人観光
客は微小（1％未満）
だが、突発的な増加
も見受けられる。

出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）
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外部ショックからの強い反発力

出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）



総数 77.2万人

総数 88.9万人

滞在比率の変遷 ： 島を訪れる人のうち、何人が宿泊して帰るのか？
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出典 ：観光動態調査 H17（2005）～R6（2024）



町が独自に実施した調査（R5～R7）により、周防大島町が持つ「驚異的なリピート力」
と「今後の明確な伸びしろ」が明らかとなった。

観光客満足度調査から導かれる周防大島町を象徴する４つのコア・ファクト
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出典 ：観光客満足度調査 R5（2023）～R7（2025）
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出典 ：観光客満足度調査 R5（2023）～R7（2025）
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出典 ：観光客満足度調査 R5（2023）～R7（2025）
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出典 ：観光客満足度調査 R5（2023）～R7（2025）
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出典 ：観光客満足度調査 R5（2023）～R7（2025）
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光からの脱却を図る。

周防大島町は今、回復の波に乗り、次なる「深さ」を追求するフェーズに立っている。



周防大島町観光振興ビジョン策定委員会開催スケジュール（案）

第１回（本会） ： 観光振興の現状及び課題、意見交換、スケジュール確認

第２回（Ｒ８年１1月頃） ： ＳＷＯＴ(強み、弱み、機会、脅威)分析、課題の抽出

第３回（Ｒ９年2月頃） ： ビジョン（将来像）設定、基本方針/コンセプト設定、ターゲット設定

第４回（Ｒ９年6月頃） ： 基本戦略・施策体系の検討、重点テーマ設定、ＫＧＩ/ＫＰＩ設定

第５回（Ｒ９年１1月頃） ： パブリックコメント実施に向けた原案作成

第６回（R10年2月頃) ： 観光振興ビジョン策定のための最終調整

※開催時期及び内容は変更となる場合があります。
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